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こ
の
講
座
は
、
安
曇
野
市
に
つ
い
て

幅
広
く
学
ぶ
講
座
で
、
平
成
27
年
1
月

に
実
施
す
る
安
曇
野
検
定【
一
般
の
部
】

の
準
備
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。（
検

定
は
、
10
月
発
行
の
広
報
で
詳
細
を
掲

載
）
講
座
は
8
回
開
催
し
ま
す
が
、
希

望
の
講
義
や
現
地
学
習
を
１
回
か
ら
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
曇
野
検

定
を
受
検
し
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

無
料

※
現
地
学
習
「
今
に
残
る
里
山
の
自
然

に
触
れ
る
」
は
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ

づ
み
の
公
園
の
入
園
料
（
一
般
４
１

０
円
、65
歳
以
上
の
人
は
２
１
０
円
）

が
掛
か
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

受
講
を

希
望
す
る
人
は
、
講
義
は
各
回
の
開

催
日
の
3
日
前
ま
で
に
、
現
地
学
習

は
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
申
込
期
限
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
へ
電
話
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

希
望
の
講
座
の
名
称
お
よ
び
期
日
を

任
意
様
式
に
記
入
）
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
児
童
を
支
援
す
る
看
護

師
（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
先　

三
郷
小
学
校

●
応
募
条
件　

看
護
師
資
格
を
有
す
る

人
●
採
用
人
員　

若
干
名

●
勤
務
日　

三
郷
小
学
校
の
登
校
日

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）
か
ら

7
月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
、
学

校
教
育
課
教
育
指
導
室
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
賃
金
等
詳
細
は
、
学
校
教
育
課
教
育

指
導
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

今
年
の
夏
は
穂
高
プ
ー
ル
で
決
ま
り
！

穂
高
プ
ー
ル
は
、
流
れ
る
プ
ー
ル

や
幼
児
プ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
、
売
店
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
場
期
間　

7
月
5
日
（
土
）
～
8

月
31
日
（
日
）

●
開
場
時
間　

○
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
8
月
13
日
～

15
日　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

○
７
月
28
日
～
8
月
19
日
の
平
日

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

○
7
月
14
日
～
25
日
お
よ
び
8
月
20
日

～
29
日
の
平
日
は
、
午
後
1
時
～
5

時
●
休
場
日　

7
月
7
日
～
11
日

天
候
が
悪
い
場
合

●
利
用
料
金　

中
学
生
以
下
２
５
０
円

高
校
生
以
上
５
０
０
円

※
午
後
3
時
以
降
の
入
場
は
割
引
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、回
数
券
〔
6
回
券
〕

は
、
中
学
生
以
下
１
２
５
０
円
・
高

校
生
以
上
２
５
０
０
円
で
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

※
7
月
5
日
（
土
）・
8
月
31
日
（
日
）

は
、
無
料

●
利
用
案
内

○
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保

護
者
（
高
校
生
以
上
で
一
緒
に
泳
げ

る
こ
と
）
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

○
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
身
長
１
２
０
㌢
以
上

の
人
が
利
用
可
能
で
す
。

○
刺
青
等
を
露
出
し
て
い
る
人
は
、
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

○
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
時
計
等
を
着
用
し

て
遊
泳
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
オ
ム
ツ
が
必
要
な
子
ど
も
は
、
入
水

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
施
設
の
案
内
掲
示
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 8

学
校
看
護
職
員
を
募
集

学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

62
・
０
１
３
３ 

62
・
５
７
２
１

穂
高
プ
ー
ル
開
場

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

安
曇
野
検
定
に
向
け
て

未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
安
曇
野 

講
座

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

□未来につなぐふるさと安曇野 講座（安曇野検定準備講座も兼ねています）
先人がわたしたちに残した安曇野の宝とメッセージとは。
本年は講義と合わせて作品を見たり、実際に現地を訪れたりして学びます。

●場所　穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
●時間　午後 7 時～８時 30 分

講　義

現地学習

期　　日 名　　　称 内　　　容 講　　　師

１ 7 月 17 日（木）
株式会社中村屋ふるさと
観光大使就任記念
自立と独創のデュエット

創業者相馬愛蔵、黒光から受け
継がれた新宿中村屋の経営理念
と実態を学びます。（みらい展示
ギャラリーで、新宿中村屋パネ
ル展を同時開催します。）

中島博昭さん
（地域史研究家）

２ 9 月 18 日（木）安曇野ゆかりの文学
安曇野文学とは。ジャンル、作品、
人間の生き方などから学びます。

（みらい展示ギャラリーに、安曇野
ゆかりの文学作品を展示します。）

中島博昭さん
（地域史研究家）

３ 9 月 25 日（木）虫の眼で見た安曇野の自然
【Part2】

人の手が入った里山里地の自然
がいかに豊かであるかを学びます。

那須野雅好さん
（三郷昆虫クラブ世話人）

４ 10 月 23 日（木）安曇野の近代化遺産に歴
史を探る

市内に残る貴重な近代化遺産の
由来と時代背景を素材に、安曇
野の近代史を学びます。

高原正文さん
（郷土史家、信濃史学会理事）

期　　日 名　　称 内　　容 場　所 講師・協力

１
8 月 3 日（日）
午前 9 時 30 分～ 11 時
申込期限：7月25日（金）

博物館で安曇野
の宝と出会う

安曇野の「水」をテーマ
にした常設展示と、夏季
企画展「安曇野のエジ
ソンたち」を見学します。

豊科郷土
博物館 豊科郷土博物館

２
8 月 31 日（日）
午後 1 時～ 4 時
申込期限：8月15日（金）

お船がめぐる義
民の里を訪ねて

貞享義民記念館や市内
最大級のお船がひかれ
る熊野神社のお祭りな
どを見学します。

三郷中萱
地区

貞享義民記念館
安曇野ふるさとづくり応援団

３
10 月 2 日（木）
午前 10 時～正午
申込期限：9月26日（金）

今に残る里山の
自然に触れる

国営アルプスあづみの
公園内に残されたひと
昔前の里山の自然に触
れながら学びます。

国営アルプス
あづみの公園 国営アルプスあづみの公園

４
10 月 16 日（木）
午前 9 時 30 分～正午
申込期限：10月3日（金）

水の郷の歴史を
訪ねて

長野県水産試験場の見
学や明科廃寺などを学
びながら小路を歩きま
す。

明科中川手
地区

長野県水産試験場
安曇野ふるさとづくり応援団

※現地学習の詳細日程、集合場所などは、お申し込みいただいた人に後日連絡します。

ためして安曇野検定 クイズ
問題１　昭和 50 年代中頃から旧三郷村

において、りんごの栽培面積が大きく
増加した要因として、適切でないもの
はどれでしょうか。

①矮
わ い か

化栽培の導入
②ほ場整備事業
③農業水利事業　　
④りんごの海外への輸出の増加

問題２　今から約 200 年前に訪れ、満願
寺や宮

みやしろ

城など、安曇野地域を広く紹介
した江戸時代の作家は誰でしょうか。
①十返舎一九　②滝沢馬琴
③松尾芭蕉　　④近松門左衛門

問題３　旧豊科町が「あづみ野ガラス工
房」を造るときに見学に訪れたことが
きっかけで、友好関係を結んだ海外の
都市クラムザッハは、どの国にあるで
しょうか。

①ドイツ　　　　②カナダ
③オーストリア　④チェコ

問題４　安曇野市でワサビ栽培の盛んな
三川合流部の「三川」の組み合わせと
して、適切なものはどれでしょうか。

①高瀬川・穂高川・犀川
②穂高川・万水川・犀川
③高瀬川・穂高川・万水川
④乳房川・烏川・穂高川

答えは 19 ページ

７月から安曇野検定準備講座が始まりま
す。講座に参加して安曇野市の魅力を再
発見してみませんか。
詳しくは右ページをご覧ください。
生涯学習課社会教育担当（462・4565）


